
環境方針

基本理念

地球温暖化に伴う気候変動が深刻化しており、低炭素社会への取組など、持

続可能な社会の実現に向けた議論や取組が活発に行われています。

そうした中で、２０１１年３月に発生した東日本大震災に端を発し、電力需

給が逼迫する事態となり、便利な生活を追求し、必要以上にエネルギーを消費

するこれまでのライフスタイルについて見直しを迫られています。

そこで、私たちは、幅広い視野や将来に配慮する感性・創造力を大事にし、

職員一人ひとりが率先してこれまでの自分たちの仕事のスタイルを見直し、三

重のかけがえのない豊かな環境を守り、育て、次世代に継承していきます。

また、政策・事業の展開にあたっては、地域の社会的な絆やつながりを大切

にしながら、経済的な尺度や物質的な豊かさだけでない「新しい豊かさ」につ

ながる環境取組を戦略的に進めていきます。

基本方針

私たちは、「環境マネジメントシステム」を県政のマネジメントのベースに位

置づけ、職員一人ひとりの「環境マインド」を高めながら、あらゆる行政活動

の遂行過程において、環境負荷の低減、環境創造の推進に率先して取り組みま

す。

１ すべての部局において、業務の独自性や地域性を考慮し、環境マインドの

醸成や環境負荷の低減、新たな環境創造につながる「環境目的・目標」を定

め、各所属が主体となった環境活動を積極的に進めていきます。

２ あらゆる行政活動において、「環境負荷の低減・新たな環境創造につなげる

ための仕事の進め方等の見直し」や「省エネルギー・省資源の推進」の観点

から、不断の改善、改革に取り組みます。

① 職員一人ひとりが、業務の遂行過程を抜本的に見直すことにより、温室効

果ガス排出量、コピー用紙使用量、ごみ排出量について削減を図ります。

また、公共工事等の環境に大きな影響を与える事業については、計画段階

から環境配慮を徹底します。

② 高効率機器や低公害車など環境負荷をかけない新技術の導入を積極的に

推進していくことや、物品やサービスの購入の際には、その必要性を常に

考慮し、「みえ・グリーン購入基本方針」を徹底することで省エネルギー・

省資源を着実に実行していきます。

３ 環境関連法規等を遵守するとともに、環境汚染の未然防止に努めます。

４ 環境目的・目標の達成状況等を定期的に検証し、環境マネジメントシステ

ムの継続的改善を図ります。

５ 環境方針や環境目的・目標の達成状況等、環境マネジメントシステムに関

する情報について、職員等に周知するとともに、一般に公開します。
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